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第
十
四
節
　
　
ハ
テ
タ
マ
の
来
任
第
十
四
節
ハ
ラ
タ
マ
の
来
任
　
ハ
ラ
タ
マ
≦
〇
三
段
国
o
豊
醤
＆
O
壁
蜜
目
鋤
は
慶
応
二
年
四
月
（
一
八
六
六
年
五
月
）
、
分
析
究
理
所
教
師
と
し
て
長
崎
に
来
任
し
た
。
こ
れ
は
別
記
の
よ
う
に
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ソ
の
建
白
に
基
く
任
命
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
来
着
後
、
直
ち
に
出
島
八
番
の
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ァ
ン
・
サ
ー
ソ
レ
ン
の
家
に
宿
伯
し
た
。
　
「
寅
四
月
中
、
外
国
人
井
支
那
入
名
前
取
調
帳
、
居
留
場
掛
」
の
出
嶋
上
等
中
等
の
部
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
　
　
八
番
蘭
イ
フ
ァ
ン
サ
ー
ソ
レ
ソ
借
地
　
　
　
蘭
イ
フ
ァ
ン
サ
ー
ソ
レ
ン
　
　
　
同
　
　
　
　
ハ
ラ
タ
マ
　
以
後
、
ハ
ラ
タ
マ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
と
記
載
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
ハ
ル
ト
マ
ン
と
は
別
で
、
長
崎
在
住
中
は
こ
の
地
を
動
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
ハ
ラ
タ
マ
の
着
任
以
後
、
精
得
館
に
お
け
る
理
化
学
教
育
は
本
格
化
し
、
松
本
錘
太
郎
以
下
、
百
余
名
の
聴
講
が
あ
り
、
教
場
は
盛
況
を
呈
し
て
い
た
が
、
講
義
に
慣
れ
な
い
こ
と
と
幕
末
の
情
勢
は
聴
講
生
た
ち
の
身
辺
を
も
危
く
し
、
こ
れ
に
加
う
る
に
、
同
年
八
月
、
開
成
所
に
ハ
ラ
タ
マ
を
招
聰
す
る
こ
と
が
内
定
し
、
こ
の
御
雇
外
人
を
僻
遠
の
地
に
置
く
の
は
詮
も
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
開
成
所
に
呼
寄
す
べ
き
で
あ
る
旨
、
上
申
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
噂
の
た
め
か
、
次
第
に
聴
講
者
の
数
は
減
じ
、
遂
に
四
五
名
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
慶
応
三
年
二
月
八
日
（
一
八
六
七
年
三
月
十
三
目
）
、
八
十
両
の
拝
借
金
を
受
取
っ
た
戸
塚
静
伯
を
附
添
と
し
て
東
上
し
た
。
開
成
所
に
着
任
し
た
の
は
同
年
四
月
二
十
四
日
（
陽
暦
五
月
二
十
七
日
）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
精
得
館
時
代
の
教
科
課
程
以
上
に
、
砲
銃
鋳
造
、
火
薬
製
作
、
金
銀
鉱
石
試
験
分
析
な
ど
の
基
礎
的
な
化
学
実
験
を
教
授
し
た
。
ハ
ラ
タ
マ
の
長
崎
在
任
時
代
に
は
物
理
学
と
化
学
の
み
を
受
持
ち
、
フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
の
分
析
学
を
基
に
定
性
及
び
定
量
分
析
の
実
験
を
試
み
て
い
て
、
当
時
使
用
し
た
レ
ト
ル
ト
そ
の
他
の
見
取
図
も
残
さ
れ
て
い
る
。
池
一124一
田
謙
斎
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
厳
格
な
教
育
を
回
想
し
た
後
、
ハ
ラ
タ
マ
に
つ
い
て
「
ガ
ラ
ー
ト
マ
ン
も
矢
張
り
非
常
に
厳
格
な
質
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
物
理
学
と
化
学
丈
を
受
持
て
ゐ
た
の
だ
が
、
其
講
義
中
、
実
地
試
験
を
や
っ
て
も
見
る
の
で
、
当
時
の
我
々
は
驚
か
さ
れ
て
居
た
も
の
じ
や
。
そ
れ
か
ら
化
学
専
門
に
学
び
た
い
志
願
の
も
の
に
は
、
初
め
は
別
に
何
も
教
へ
ず
、
唯
「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ュ
ー
ム
」
の
中
で
道
具
を
こ
し
ら
へ
さ
せ
る
。
た
と
へ
ば
罎
の
割
方
は
最
初
罎
に
疵
を
つ
け
て
置
い
て
、
線
香
の
火
で
吹
い
宅
割
る
。
そ
れ
を
叉
砥
石
で
磨
か
せ
る
と
い
ふ
や
う
な
風
で
あ
っ
た
。
泥
か
ら
大
抵
の
奴
が
嫌
が
っ
て
、
二
三
ヶ
月
も
た
っ
と
退
学
し
て
居
た
。
あ
の
岩
佐
（
純
）
の
弟
の
今
井
厳
、
髄
か
大
学
で
鉱
山
学
の
教
授
に
成
て
ゐ
た
、
あ
の
男
が
当
時
ガ
ラ
ー
ト
マ
ン
に
就
て
化
学
専
門
に
や
っ
て
居
た
が
、
其
頃
の
今
井
は
ま
だ
十
五
六
才
で
、
お
ま
け
に
体
格
も
割
合
に
小
柄
な
方
だ
っ
た
か
ら
、
西
洋
人
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
小
学
校
の
生
徒
が
、
す
ぐ
専
門
学
を
や
る
や
う
な
も
の
で
、
ガ
ラ
ー
ト
マ
ン
も
こ
れ
に
は
驚
い
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
彼
は
今
井
に
「
グ
レ
ー
ト
、
ラ
オ
イ
ジ
ュ
ル
」
と
い
ふ
紳
号
を
付
け
て
ゐ
た
、
こ
れ
は
仏
国
有
名
の
化
学
者
ラ
オ
イ
ジ
ュ
ー
ル
に
此
子
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
供
の
化
学
の
大
家
を
対
称
さ
し
た
洒
落
じ
や
っ
た
。
　
ガ
ラ
ー
ト
マ
ン
の
厳
重
な
性
質
と
い
ふ
と
、
た
と
へ
ば
製
煉
室
内
の
罎
に
は
各
紙
片
を
貼
っ
て
、
そ
れ
に
内
容
物
の
名
を
表
記
し
て
置
く
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
措
置
が
一
二
分
お
く
れ
て
も
そ
れ
は
や
か
ま
し
い
。
た
っ
た
今
水
を
入
れ
て
持
て
来
た
罎
に
も
、
札
を
貼
り
、
名
を
記
し
て
な
い
と
、
直
に
そ
れ
を
棄
て
さ
せ
ね
ば
承
知
せ
ぬ
。
こ
れ
は
今
の
今
私
が
持
て
来
た
ば
か
り
じ
や
と
い
く
ら
辮
解
し
て
も
な
か
く
き
か
ぬ
。
す
べ
て
こ
ん
な
風
で
、
極
め
て
厳
重
に
仕
込
ま
な
く
ち
や
い
か
ぬ
と
い
ふ
男
じ
や
っ
た
か
ら
、
一
体
東
洋
風
殊
に
音
時
の
書
生
風
の
粗
放
な
、
杜
撰
な
風
習
に
染
で
居
た
学
生
は
、
こ
の
や
か
ま
し
や
の
先
生
に
は
堪
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時
理
化
学
の
講
義
は
、
午
後
に
通
じ
て
や
っ
た
が
、
初
め
は
珍
ら
し
い
の
で
聴
講
者
も
沢
山
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
段
々
聴
手
が
減
て
、
し
ま
い
に
は
僅
か
な
も
の
に
成
た
。
併
し
朝
二
時
間
の
講
釈
の
時
は
、
精
得
館
の
寄
宿
生
は
勿
論
、
市
中
に
下
宿
し
て
居
た
生
徒
も
大
抵
出
席
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
か
ら
病
院
の
方
の
仕
事
じ
や
が
、
当
時
な
ん
で
も
病
人
が
百
人
位
も
ゐ
た
ら
う
。
二
階
と
下
と
に
余
程
室
数
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
一
杯
で
あ
っ
た
。
此
内
重
一125一
　
　
　
第
十
四
節
　
　
ハ
ラ
タ
マ
の
来
任
な
る
病
人
だ
け
を
教
師
が
診
察
し
、
あ
と
は
戸
塚
が
委
か
さ
れ
て
居
た
じ
や
が
、
此
教
師
の
回
診
の
時
に
は
、
皆
生
徒
が
つ
い
て
廻
た
。
そ
う
し
て
当
番
に
院
内
に
宿
泊
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
勿
論
稽
古
の
為
じ
や
か
ら
、
各
藩
か
ら
出
て
居
る
学
生
は
、
寧
ろ
之
れ
に
当
る
の
を
名
誉
と
し
て
、
喜
で
宿
直
を
や
っ
た
も
の
じ
や
。
尤
も
当
番
に
な
る
前
に
は
、
暫
く
外
来
患
者
の
処
方
書
を
や
っ
て
来
る
の
で
、
こ
れ
を
や
ら
ぬ
内
は
、
ま
だ
当
番
に
あ
た
る
資
格
が
な
い
の
じ
や
。
此
連
中
の
内
で
は
戸
塚
が
年
長
者
で
叉
前
か
ら
長
崎
に
出
て
居
た
の
だ
か
ら
、
自
然
に
頭
分
に
な
っ
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
別
に
命
令
が
あ
っ
て
戸
塚
を
頭
分
に
し
た
訳
で
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
奉
行
も
そ
う
認
め
て
ゐ
た
。
こ
ん
な
こ
と
で
今
か
ら
考
へ
る
と
、
当
時
学
ん
だ
多
く
の
学
科
の
中
に
は
、
随
分
酒
屋
の
前
を
車
で
走
た
や
う
な
工
合
の
も
の
も
あ
っ
た
ら
う
が
、
と
に
か
く
一
通
は
皆
習
た
積
り
じ
や
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
文
中
、
ラ
オ
イ
ジ
ュ
ー
ル
と
あ
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
化
学
者
ラ
ボ
ア
ジ
ェ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
読
み
で
あ
る
。
ラ
ボ
ア
ジ
ェ
の
化
学
書
は
、
当
時
ま
で
に
長
崎
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
が
、
分
析
究
理
所
に
お
け
る
講
義
録
に
も
酸
素
の
発
見
そ
の
他
、
元
素
表
を
示
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
に
在
る
こ
と
十
ヶ
月
で
、
江
戸
に
出
て
い
る
が
、
ハ
ラ
タ
マ
の
俸
給
は
慶
応
二
年
四
月
よ
り
翌
三
年
二
月
ま
で
銀
二
百
枚
、
即
ち
百
五
十
五
両
で
あ
っ
た
。
慶
応
二
年
七
月
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
共
に
江
戸
へ
向
っ
た
ハ
ラ
タ
マ
は
七
月
二
十
八
日
（
陽
暦
九
月
六
日
）
に
江
戸
に
着
き
、
二
目
間
で
そ
の
用
件
を
済
ま
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
そ
れ
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
度
江
戸
へ
出
る
こ
と
も
判
り
難
い
の
に
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
ハ
ラ
タ
マ
の
調
査
に
よ
る
と
、
長
崎
に
帰
任
予
定
の
八
月
二
目
に
横
浜
を
出
帆
す
べ
き
蒸
気
船
兵
庫
が
七
日
間
出
帆
し
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
で
早
速
二
人
は
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
こ
れ
を
報
じ
た
。
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
ハ
ラ
タ
マ
の
江
戸
滞
在
を
延
期
し
て
貰
う
よ
う
老
中
に
宛
て
、
願
出
た
の
で
あ
る
。
幕
府
は
直
ち
に
こ
れ
を
聞
屈
け
た
。
「
蘭
国
霧
」
所
収
「
走
ル
号
、
天
真
＋
六
年
背
七
日
、
自
代
弁
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
至
老
中
、
教
師
ガ
ラ
タ
マ
長
崎
行
延
引
願
」
に
附
せ
ら
れ
た
七
月
三
十
日
（
陽
暦
九
月
八
日
）
付
、
福
沢
諭
吉
の
訳
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
寅
七
月
光
日
差
出
（
丙
寅
七
月
晦
日
）
屡
号
　
百
二
十
一
一’126一
　
　
千
八
百
六
十
六
年
第
九
月
七
日
江
戸
二
於
て
外
国
事
務
宰
相
台
下
二
　
呈
す
　
余
今
夕
聞
く
に
日
本
政
府
二
而
借
り
た
る
荷
蘭
の
蒸
気
船
ヒ
ョ
ー
ゴ
明
　
後
目
横
浜
よ
り
長
崎
江
趣
く
由
な
り
　
右
の
船
横
浜
江
来
り
し
と
き
同
船
江
乗
込
、
・
・
同
所
江
来
り
し
医
師
ボ
ウ
　
ド
イ
ン
及
び
ガ
ラ
タ
マ
両
人
が
余
二
云
へ
る
は
ヒ
ヨ
ー
ゴ
は
七
日
の
間
　
出
帆
せ
ざ
る
べ
し
と
　
然
る
所
右
之
船
横
浜
二
碇
泊
す
る
日
限
の
減
じ
た
る
は
余
二
於
て
甚
不
　
決
な
り
○
医
師
ガ
ラ
テ
マ
は
僅
二
二
目
以
来
当
所
二
在
て
未
ダ
其
要
用
　
を
達
す
る
こ
と
能
は
ず
　
且
当
処
江
再
来
之
期
も
難
計
が
故
二
余
謹
て
　
台
下
に
願
ふ
ガ
ラ
テ
マ
君
は
ヒ
ヨ
ー
ゴ
船
に
乗
ら
ず
　
次
便
を
以
て
長
　
崎
江
帰
る
こ
と
を
許
容
し
給
ふ
べ
し
　
恐
惇
敬
白
　
　
日
本
在
留
荷
蘭
の
ポ
リ
チ
ー
キ
ア
ゲ
ン
ト
兼
コ
ン
シ
ユ
ル
ゼ
子
ラ
ー
ル
　
　
　
　
ド
デ
ガ
ラ
ー
フ
フ
ハ
ン
ホ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
沢
　
諭
　
吉
　
訳
　
そ
の
返
書
は
同
日
附
で
次
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
　
　
寅
七
月
晦
日
河
内
守
屋
敷
江
上
也
同
日
下
也
長
慶
寺
江
奉
公
人
同
心
　
　
遠
藤
庄
兵
エ
持
参
O
筑
前
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
宮
　
田
　
文
　
吉
　
甲
　
斐
　
守
O
加
　
賀
　
守第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
斉
　
藤
　
栄
　
助
鵜
　
飼
　
弥
　
一
備
　
中
　
守
日
向
守
　
　
　
　
　
　
　
　
水
早
栄
太
郎
伊
予
守
　
　
　
　
　
　
田
辺
大
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
書
　
簡
　
掛
寺
社
奉
行
衆
大
目
付
衆
　
　
　
　
　
和
蘭
コ
ン
シ
ユ
ル
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
兼
ポ
リ
チ
ー
キ
御
勘
定
奉
行
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ゲ
ン
ト
御
目
付
衆
吟
味
役
衆
　
　
　
　
エ
キ
セ
ル
レ
ン
シ
ー
　
　
　
ド
デ
ガ
ラ
ー
フ
フ
ァ
ン
ホ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
帆
　
貴
国
第
九
月
七
日
附
書
簡
落
手
　
此
程
蒸
気
船
ヒ
ヨ
ー
ゴ
長
崎
表
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
赴
く
之
義
二
付
云
々
被
申
越
了
解
セ
リ
書
中
ガ
ラ
テ
マ
君
ヒ
ヨ
ー
　
レ
レ
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迄
御
留
被
有
之
度
　
ゴ
船
に
乗
ら
ず
次
（
之
船
）
便
を
以
て
同
所
江
被
戻
度
旨
之
義
は
来
　
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
意
に
応
じ
ぬ
　
許
允
い
た
し
候
間
（
其
段
）
同
人
江
伝
報
有
之
度
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
レ
レ
レ
レ
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
此
段
回
答
如
此
候
　
　
拝
具
謹
言
　
　
　
　
慶
応
二
年
丙
寅
七
月
晦
目
　
　
　
　
御
三
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
河
内
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
周
防
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
縫
殿
頭
こ
の
時
の
用
件
は
単
な
る
就
任
挨
拶
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
思
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第
十
四
節
　
　
ハ
ラ
タ
マ
の
来
任
わ
れ
な
い
。
そ
の
後
、
開
成
所
に
理
化
学
教
師
と
な
っ
た
後
の
ハ
ラ
タ
マ
を
「
ま
だ
そ
の
効
果
の
挙
ら
ざ
る
に
明
治
維
新
と
な
り
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
実
験
所
は
廃
止
の
形
と
な
っ
た
。
後
に
明
治
元
年
十
月
大
阪
病
院
（
我
国
の
第
二
番
の
病
院
）
の
創
設
に
際
し
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
博
士
と
共
に
聴
せ
ら
れ
当
時
の
我
医
学
界
は
大
い
に
尽
す
所
あ
っ
た
。
尚
同
二
年
大
阪
舎
密
局
の
開
か
る
る
や
入
っ
て
そ
の
教
師
と
な
り
数
十
名
の
子
弟
を
教
育
し
た
。
こ
こ
は
現
在
の
第
三
高
等
学
校
及
び
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
の
基
礎
で
あ
る
。
前
者
大
阪
病
院
は
官
立
医
学
校
と
な
り
一
部
は
現
在
の
府
立
大
阪
医
科
大
学
と
な
り
、
一
部
は
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。
」
と
『
交
明
大
観
』
第
六
冊
に
評
し
て
い
る
。
　
明
治
維
新
の
動
乱
で
、
開
成
所
が
閉
鎖
さ
れ
、
理
化
教
場
は
大
阪
に
移
る
こ
と
と
な
り
、
十
一
月
に
は
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
舎
密
局
で
あ
り
、
ハ
ラ
タ
マ
は
こ
こ
に
赴
任
し
、
指
導
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
松
本
錘
、
三
崎
囎
輔
等
が
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
明
治
二
年
五
月
一
日
（
一
八
六
九
年
六
月
十
日
）
、
　
ハ
ラ
タ
マ
は
舎
密
局
開
講
式
に
際
し
、
講
話
を
な
し
た
。
こ
う
し
て
わ
が
国
の
化
学
教
育
は
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
翌
三
年
、
舎
密
局
は
理
学
所
と
改
称
さ
れ
た
が
、
ハ
ラ
タ
マ
は
ド
イ
ツ
人
リ
ッ
テ
ル
国
①
目
日
ぎ
b
即
…
巽
と
交
代
し
て
辞
任
し
た
。
　
ハ
ラ
タ
マ
の
著
書
は
『
英
蘭
会
話
訳
語
』
　
（
明
治
元
年
刊
、
渡
部
無
尽
蔵
開
板
、
本
書
は
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ペ
イ
ル
の
著
く
き
α
①
目
空
］
一
、
ω
O
①
目
①
①
b
堅
日
Φ
い
①
①
コ
且
の
＜
o
o
H
α
謂
①
窪
①
φ
象
Φ
国
お
巴
鶉
冨
↓
器
H
σ
謂
一
b
b
窪
S
一
8
お
b
を
複
刻
し
、
訳
語
を
添
え
た
も
の
）
即
ち
、
、
冨
冨
器
器
0
8
＜
9
鋸
江
9
、
、
及
び
こ
の
う
ち
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
除
い
て
出
版
し
た
『
英
吉
利
会
話
篇
』
　
（
明
治
四
年
刊
）
並
び
に
『
舎
密
局
開
講
之
説
』
　
（
明
治
二
年
刊
、
三
崎
囎
輔
訳
、
保
田
東
潜
校
訂
）
が
あ
る
。
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